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〈概 要 〉

○ 変化 の激 しい今 日の社会 において は,児 童の身近な社会的事象 も刻 々と変 わ り,と

らえに くくな って いる。 そ こで,こ れか らの社会科学習で は,児 童が身近 に感 じる素

材 を吟味 し,児 童が意欲的 に追究す る社会科教材の開発を進め る必要があ る。

○ 学校週5日 制 の月二 回実施 に ともない,児 童の学校外での生活 の時間が増大 し学 校

外 での体験の 質 と量の差 はます ます増大 しっっあ る。 そのたあ,こ れか らの社 会科学

習では,児 童 が共通 に学習 で きる問題 を設定 し,児 童が相互 に啓発 しあ う授業への改

善 を図る必要が ある。 そ こで,児 童が互 いに学 び合い,社 会的な見方や考え方を深め

る授業づ くりを 目指 した。

研究の推進 に当た って は,全 体研究主題を設定 し,そ れを受けて4っ の分科 会がそ

れぞれ研究主題 と仮説を立て,先 行研究 に学びなが らも主に授 業実践を通 して 仮説の

検証を行 い,主 題 に迫 るように努 あた。
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研究主題 〈中学年分科会 〉

か か わ り を 大 切 に し た 地 域 教 材 の 在 り 方

1研 究主題設定の理 由

1学 び合 う社会科学習

「人 間 とい うもの は,人 と人 との間柄があ って人間であ る」和辻哲郎 の言葉で ある。

彼 は,人 間 らしく生 きるたあには人 と人 との心のっなが りが重要だ と語 ってい る。

今 日,重 要課題 と して い じめ問題があ るが,こ の背景の一っ と して人 と人 とのつなが りの

希薄 さが あげ られ る。 これ までの授業実践で も互 いの個性 を尊 重 し,個 々の違 いを認 め合 う

点で は,十 分 とは言 い難 い。 そこで,私 たちは,こ れ まで以上 に児童一人一人の個性 を生 か

し,分 か りやす く楽 しい授業をっ くって い くことが大切 であ ると考 えた。 そのためには,学

び合 い,励 ま し合 い,支 え合 いなど人 と人 とのっなが りを大切 に した学習 の在 り方 を見 直 し

てい く必要が ある。更 に,そ の学習を進あてい く上で拠 り所 とな る教材,地 域 とのか かわ り

や内容 な ども吟味 してい くことが重要で あると考えた。

2か かわ りを大切 に した学習

社会科 の学習 においては,社 会 的事象への主体的なかかわ り,友 達 や教 師 とのかか わ りな

ど,様 々な対象 とのかかわ りが考え られ る。本分科会では,学 習活動 における友達 とのかか

わ りと地域教材 による地域 とのか かわ りの二っを重点 と した。

友達 のかかわ りで は,そ のかかわ りを通 して,児 童一人一人の見方 や考え方の異 な りに気

付 くよ うにす る ことを目指 した。金子みす ゴの詩に 「みん なちが って,み ん ないい」 とい う

一説が あ る。かかわ りを通 して友達 との違いを知 ることが 友達 のよさに気付 き,学 ぶ こ とや

認 あ合 うことにっ なが り,ひ いて は ものの見方や考え方 を広 げ,深 めて い く大 きな力 となる。

地域 とのかかわ りで は,地 域の社会的事象や人の営 みを客観 的に とらえ るだ けで な く,地

域 に生 きる者 として,身 近 な地域 に積極的にかかわ って いけ る態度や能力の育成を 目指 した。

学習 した ことを生活 に生か して いけるように地域教材 の吟 味や活用 を考え たのであ る。

3な ぜ,今,地 域 なのか

町探検で古井戸を見付 けたA君 は,そ の後 の学 習で も古 い物 に目を向 けた。 まとあの感想

で は,「 古 い物があ ると分か ってよか った。 また町探検を したい。」 と書 いてい る。 またコ

ンビニエ ンスス トアを調べたBさ んは,店 長 との話か ら店の工夫や仕事の大変 さに気付 き,

「初めて知 った ことはとて もお も しろか った。 」 と感想 に書 いた。 これ まで気付かなか った

地域の事物 ・事 象や人の営 みを知 ることは,児 童 にとって発見であ り,喜 びにな ってい る。

「文部省小学校指導書社会編 」では,地 域 にっ いて学習す ることの意義 と して,① 個 々の社

会的事象を意 味付 け る②社会生活の原則を発見 させ る③ 社会の発展を願 う気持 ちを養 う④ 社

会的能力 を形成す るの四点 をあげて いる。

私 たちは,こ の ことを基 に,中 学年の児童 にとって,今,地 域 を取 り上 げる意義 とは何 か

を検討 した。 そ して,以 下の二点 に重点をおいた。 それ は,① 地域社会での学習 を通 して学

習活動が広が る②様 々な人た ちとのふれあいを通 して,児 童 の社会 に対す る目が広が る,の

二点で ある。そ して,更 に,地 域社会への愛情 や帰属意識 を深 あ,地 域社会の発展 を願 う態

度の育成 にっなが ると考えた。
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4地 域 に主体的 にかかわ って い く児童 を 目指す

児童の実態を基 に本分科 会で は,地 域 に主体 的にかかわ って い く児童を 目指 すため に,育

てたい児童の姿を,「 自分 の考えを友達 とかかわ り合 いなが ら進 んで調 べ,地 域 を大切 に し

ていけ る子 」 と考えた。 さらに,具 体的 に育て たい児童の姿を以 下のよ うに考 えた。

○共感で きる児童

・地域 に生 きる人 々の願

いや工夫 に共感す る

○かかわ りを もて る児童

・地域の行事への参加

地域の施設の利用

・自分の生活 と地域 との

関連付 け

・自分 の住んでい る地域

と他地域 とのかかわ り

を考え る

・友達 と自分の考 えを比

べ,友 達 の考 え との異

な りに気付 く

○進んで学習で きる児童

・調べてみ たい問題を も

っ ことがで きる

・地域社会の様子 にっ い

て興味 ・関心を もっ

・地域 の特色を 自分の選

んだ方法で表現す る

地域

地 域 に か か わ る

教

材

と

カ 、

カ 、

わ

る

広げる

振 り返る

15/＼ こ
〈

/調
ー調べ る1

＼

/
匪 習計副

＼

1問題の発見1

友

達

と

カ 、

カ 、

わ

る

地域素材の教材化

学習活動の工夫

II研 究のね らい

どの よ うな教材を用意 し活用 して いけば,児 童が教材や友達 とかかわ りなが ら地域の特 色に

気付 くことがで きるのかを明 らか にす る。

皿 研究 の仮説

児童に とって身近 で,具 体 的な人 間の営 みが見 え る地域教材 を用意 し,学 習活動を工 夫すれ

ば,児 童 は教材 や友達 とかかわ りなが ら地域の特色 に気付 くようにな る。
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IV研 究の内容 と方 法

1教 材化 の方法 を明確 にす る

本 分科会 では,児 童が地域 に主体的 にかかわ ってい くためには,ど の ような教材を用意 し,

活用 していけばよいの かを,地 域素材を教材化す る段階 か ら考え,下 記の ように教材化の方法

を構 造図に表 し,研 究 を進 あて きた。

地域 には単元 を展 開す るたあに役立 ちそ うな素材が ある。 しか し,そ の素材すべてが,児 童

に とって適切 な地域教材 になるとは限 らない。そ こで,地 域素材を①人 ② 施設 ・建物 ③ 自

然 ・環境 ④文化 ・歴史 に分類 し,よ りよい地域教材 とな るものを選定す ることに した。

この選定で は,二 っの フ ィル ターを設けた。一っは,児 童の側 にた った視点であ る。"地 域

素材 が児童 の意識 や生活感情 に近 い ものか"や"追 究 してい くことで児童 に満足感が得 られ る

か"等 の視点 でフ ィル ターに通すので ある。 また,も う一っは,教 師のね らい とい う視点であ

る。その素材 を通 して,小 単元のね らいに迫 ることは もちろん,"児 童が地域 とのかかわ りに

気付け るか"や"自 分 の生活 に生かせ るか"等 の視点で フ ィルターに通すのであ る。 この二っ

の フィル ターによ って選定 され た素材を本分科会では,教 材 と呼 び,ど こで活用す るかを考え

なが ら,学 習過程 に組 み入れ た。 また,学 習過程を考えてい く際,教 材が効果的 に生かせ るよ

う,学 習活動におけ る活動 や環境 をどの ように組み入れてい くのかを考え,そ れが どの ように

かかわ ってい くのかが明確 になるよ うに構造図 に表 した。

構造図(教 材化の方法)

iI●生活感情や問題意識から出発できる 1

●興味、関心をよびおこす

●何度も調べ られる

1●身近なかかわりがある

i・追究していく・とで瀧 感、配 実現できる1

一 烈 側にた。た襯__」

1旨;

llI:
1・ 人

i

地 ●施設 ・建物

域

の

素 ●自然 ・環境

材

嚥1鷺1内騨 酬
…(

4)… 写真i…

学習内容を記入[コ ロさん ・

段階、 学習計画を立て、.一 響ri

(),[1

00!i

グラフ・i

・畔
、瓢

[。 録 一
1カ ービi

i
I段階・ 広げる・励 返 る ・-1な ど[…

()ii

li
※学習過程の段階 は、その1

ノ」＼単元に合わせて組みかii:

えている。すべて、段階1[

14ま でとは限らない。i
Ii

一 活 動

●話 し合い

督

素 材 の選 定

「一一一一一 教師のね らいという視点

…●その人の存在を知る
.●その人とのかかわりに気付く

●その人の願いを知る

(●人の生き方にせまってい く)

1●地域から学んだことを自分の生活に生かす

●地域社会の一員としてかかわ る

●小単元のね らいにせまる

学 習 活 動

●情報交換

.地域調査Tl'

:二二fE=一.&$一 ≫#ニーfe
k｠

'椒 砺tl

.・作品・掲示1

などi
●劇il

I

●体験

一 一 環 境_i
.LL-Ii

i:.教 室内の形態:1

一ココニコユ ユニコヨ 　
　

ヨo=コこ コココヨ 　コ　

1g.?=o-riI

懸 器1認i
L二二=二二二」:

1

など

一4



2学 習活動 の在 り方を探 る(活 動 と環境 を一体 と して とらえ る)

児童が,地 域 に主体 的にかかわ っていけるよ うにす るためには,ど の ような活動を どの よ う

な環境 の中で行 うことが有 効であ るかを明 らかに したいと考え た。本分科会で は,活 動 と環境

を一体 と して学 習活動の在 り方を探 り,授 業実践 を通 して考察 した。

【第3学 年 「学 校の まわ りのよ うす」実践 】

(貼 り込 み)

地域とのかかわ り
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探検 カー ド を撮 ったり しなが ンテ ー リ ン グ)

ら探検す る。

自分 たちの ・探 検 して わ か っ ・教 室(グ ル ー プ

カ ー ド及 び たことの発表のた ごとの席)
写真 あ の 「発 見 カ ー

ド」 を 作 る。

大 きな探検 ・ 「発 見 カ ー ド」 ・教 室(椅 子 のみ)

の コー ス図 を発表 し合 う。
● ● ● ●

発 見 カ ー ド ・詳 し く調 べ る こ ・ ・

と(2回 目の探検 ・ ●

の視点)を 発表を ・ ・

基 に決 め る。 …o

グループ毎 ・2回 目の 町 探 検 ・地域

の探検 のコ をす る。 〔東西南北 の4コ
一 ス図 一 ス)

グループ ごとに探
探 検 カ ー ド 検

探 検 の コ ー ・2回 目の 探 検 を ・会議 室

スの大 きな 基 に 「絵地図」を (床に地図 を広 げ
地図 作 る。 て作業)
探検 カー ド
写真

各グループ ・各 グ ル ー プ の ・会 議 室

の 「絵 地 「絵地図」を発表
ト

図 」 し合い,学 区域全 パ ネル

体 の特色 につ いて
話 し合 う。 i

(ポ ス タ ーセ ッシ

i

ヨ ン)
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→

→

→

→

→
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友達とのかかわ り
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○ どの発 見を誰
が 発表す るか,
相談 しなが らカ
ー ドの作成がで

きた。
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○探検の視点 に
そって,誰 が 中
心 になって調べ
るか決あて探検
した。

○店の多 い場所
につ いて は誰が
中心 にな って作

業す るか など,
話 し合 って決 あ
て いた。

児
し
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め
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る
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が
た
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表

す
協
た
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問
た
正
発
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発
た
々
れ
表

ら
た

○
童
て
ま
色

さ
発

が
し

3児 童の学びの姿 を明 らか にす る

個 々の児童が,ど の ように学んで いるのか,以 下のよ うな学 びの姿 の項 目を設定 し,観 察対

象児を中心 に学びの姿を明 らか に してい くことと した。 日頃の児童の様子 を把握 し表 に表す と

と もに,学 習を通 して どの ような変容が見 られたか考察 した。

関心 友 達 とのかかわり1地 域 とのかかわり[ 社 会 的 な 発 想,考 えi思 考 の深 まり 資料活用 表現活動

A児

B児
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
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V授 業 分 析 「コ ン ビニ や ス ーパ ーの ひ み つ を さ ぐれ!」(3年)

1教 材 や 友 達 とか か わ りなが ら,自 分 の 考 え を 深 め て い った児 童

児童 の学 びの姿

関心 友 達 とのかかわり 地 域 とのかかわり 社会的 な発想,考 え 思考の深まり 資料活用 表現活動

0 0 0 0 0 0 0

教材 に対す る児童 の姿 ・教 師の願 い

教材 に対 して素直に,前 向 きにかか わる ことので きる児童であ る。 ただ,自 分 の考 えに 自

信が もてない ところがあ る。 自分 の考 えを もち,友 達 とのかかわ りの中で,そ の考 えを深 め

てい けるよ うに支援 してい きたい。

OHPで スー パ ーの 平 面 図 を 投 影 し,「 これ なん だ と思 う?」 と発 問 した 。A子 は,真 っ先

に 「ス ーパ ーお が わ だ!」 と反 応 した 。 そ の 後,ど こに何 が 売 られ て い たか 一 つ 一 っ 確認 しな

が ら,自 分 の 見 学 の 発 表 に向 けて,徐 々 に気 持 ちを 高 あ て い った。

前 時 まで で,児 童 は,コ ン ビニ エ ンス ス トアの学 習 を 基 に ス ーパ ー見 学 の 視 点 を 決 め,実 際

に調 べ に行 って い る。 本 時 の 学 習 は,ス ーパ ー と コ ンビニ エ ンス ス トア を比 較 しなが ら話 し合

う こ とに よ り店 の販 売 の工 夫 に迫 ろ う とい う もの で あ った 。A子 は コ ン ビニ エ ンス ス トアの 学

習 で,そ こで は24人 が 働 いて い る とい うこ とを 知 った 。 そ して,「 ス ーパ ー は,も っ と広 いか

らた くさん の人 が働 いて い る だ ろ う。 」 と予 想 し,見 学 に行 った と ころ,店 長 さん か ら,ス ー

パ ー で は,26人 が働 い て い る とい う話 を聞 い た。 そ して スー パ ー 見学 の報 告 会 で あ る本 時 に,

そ の 発 表 を した 。 す る と,「 ス ー パ ー の ほ うが 広 いか ら,働 い て い る人数 も多 い に決 ま って い

る。 」 とい う意 見 が 出 た。 そ こで,A子 は,「 それ に して もコ ン ビニ の 人数 と2人 しか変 わ ら

ない 。 そ れ は,コ ン ビニ は24時 間 や って い る か らた くさん の 人 が い て,交 代 で 働 い て い るので

はな いか 。 」 と発 言 した 。 す る と,他 の子 が 「調 べ た時 に,4時 間 交 代 で働 い て い る って店 長

さん が 言 って た よ 。 」 と発 言 した。A子 は,自 分 の 考 え を 基 に発 言 す る こ とに よ り,友 達 とか

か わ りあ い な が ら,自 分 の考 え を確 か な もの に して い っ た。

本 小 単 元 の 学 習 で は,コ ン ビニ エ ンス ス トアや ス ーパ ーの 店 長 さん や,働 い て い る人 達

に イ ンタ ビュー す る活 動 を 大切 に した。 その こ とで,児 童 が,地 域 を 自分 の 身 近 な もの と

して と らえ る こ とが で き るよ うに な って き た。A子 につ いて も,進 ん で 店 長 さん や 店 の 人

に質 問 し,か か わ って い る こ とが 感 じられ た。 ま た,コ ン ビニ エ ンス ス トア の 調 査 を 基 に

視 点 を 決 あ,ス ー パ ー の 見学 に行 った こ とで,報 告 会 で は,友 達 の 意 見 に付 け 加 え を した

り,時 に は反 対 した り しな が ら,考 え を 深 あ,児 童 の事 実 認 識 が よ り確 か な もの に な っ

た 。

6



z 「コ ン ビニ や ス ーパ ーの ひ み つ を さ ぐれ!」 の構 想図

〈子供側にたった 点〉

身近なかかわりがある
興味 ・関心をよびおこす
・おつかいに行く、お母さんと一緒に買い物に行くなど、日頃

身近である地域の商店を取り上げることで、興味をもって学習
することができる。

何度も腐ぺられる
・地域の商店を扱うことで、何度でも調べにいくことができる。

〈地域の素材〉
人
・スーパーの店長

働いている人達
・コンビニの店長

働いている人達

他S
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一
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コ
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コ
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・

・

自然 ・環境
・北 一・明大前商店街

明大前駅を中心に

300店

スーパ ー0

コ ンヒ'二S
・南 一11

梅が丘駅を中心に

商店 が点在。
・東 一東松 原商店街

東松 原駅 を中心 に

150店 。

スーパーT

コ ン ビニS
・西 一スーパ ー0

素材の選定

〈敏師のねらいという視点〉
人の生き方にせまれるか
・店長や働いている人に話を聞くことで

、働いている人の工夫
努力に気付くことができる。

地域から学んだことを自分の生活に生かせるか
・販売の工夫を学ぶことで、消費者として、自分の買い物に生力
していくことができる。

地域社会の一員としてかかわっていけるか
・販売の工夫にっいて学びながら地域とふれあうことによって、
地域に親しみをもっことができる。

問題の曼見
・自分の買い物体験

を出し合う中から
地域の商店につい
て輿味をもつ。

・コンビニの販売の"

工夫にっいて考え
る。

・コンビニを調べる。

学習の叶酉

〈学層過程(学 ■内容の計酉)〉

材
・学区域 マツプ

・宅配便注文晋

.セ 」しフカ、ご

・コ ン ビニR
層
・コンビニ探検カー ド

・ひみっ カー ド

・スーパ ーを見学す

る計画をたてる。

翼ぺる
・見学の視点に沿っ

て、店の人や客に
インタビューした

り、調査したり
する。

・調べたことをまと

め、組告会を行う

(本時)

広げる・娠り返り
・発表をもとに、
商店の販売の工夫
について話し合う。

・店の人の努力に

ついて話し合う。
・品物の生産地を

調べる。
・個人で方法を選択

してまとめる。

1・ス ーパ ー探検カー ド1、

・ス ーパ ー0

・店長

'働 いて いる人

,・買 い物客

ド一力検探

0

プ

一

一

ツ

パ

パ

マ

一

一
内

ス

ス
店

●

●

・・ま とめカー=F====ユ
.

〈学習活動〉
〈活勘〉

・具体物、買い物体験など、児童にとっ

て身近なところから学習に入っていける1時

よう工夫した。
・まず、コンビニを調査させ、そこで発

したことをまとめ、次の調査の視点作り

をする話し合い活動を取り入れた。
・コンビニを調査する際には、課外学習

とし、都合のっく友逢同士でグループ
を作らせた。

5時

〈環填〉

＼▽＼/7/

/
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O[床 地図]2
0000000

目llHl目

=
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＼

・コンビニでの調査を生かし、販売の工
について予想をたてさせた上でグルー
分けをし、計画を立てさせた。

・調査では、学校からグループごとにスーパー

まで行き、調査活動を行なえるようにした。
・スーパーでは、見て調べることだけでなく、
実際に店長や働いている人に話を聞く活動を
取り入れた。このことにより、売り手の努力
や工夫により深く迫れると考えた。

・輻告会では、自分が銅べたことを友達と交流
する活動を行った上で、全体で発表するという
活動を取り入れた。

10時

'妹鳥
00008時
epOo
aOOO

一収クリーン。縦 璽

ry

1
ー

、

.E
ー

・個人の表現方法にっいては、新聞、ポスター
パンフレットの中から選択させた。

・作品を作り終った後、作品をお互いに見合い、
良い所、工夫のある所などを書かせる活動を

取り入れた。 脛撫:目

3

(1)

実践 を通 して 明らか にな ったこと

コ ン ビニ エ ンス ス トアを 教 材 と して 扱 った こ と

・児童 の 気 付 きが 多 か った。 販 売 の 工 夫 にっ い て の 様 々な情 報 が と らえ や す い。

・コ ン ビニ エ ンス ス トア→ ス ーパ ーの 学 習 の 流 れ は ,調 査 の視 点 が もちや す い。 比 較 す る

中で,販 売 の 工 夫 に迫 る こ とが で きた 。

・児 童 に と って 大 変 身 近 で あ る。 興 味 ・関 心 を もって学 習 で きた。

(2) 学習活動 ・環境

・教 具 の 工 夫(OHP ,実 物 投 影 機)が,教 材 を 生 か す こ とに っ な が った。

・写 真 を撮 る こ とで ,発 表 の 意 欲 付 け と な った 。

・友 達 の 意 見 に付 け加 え を す る ことで ,事 実 認 識 が 確 か な もの に な った。 ま た,友 達 とか

か わ りあ うこ とが で き た。

・調 査 の 視 点 に沿 って 板 書 す る こ とで ,考 え を 整理 しや す くな った。

(3) 課題

・消費者の工夫→販売の工夫 という流 れでな く,販 売の工夫→消 費者の工夫 とい う流れ を

と った が,消 費 者 と して の 視 点 を もっ よ うに した上 で,販 売 の 工 夫 を と らえ る よ うに し

た方が効果的であ った。

・今 回 の よ うな 一 斉 発 表
,質 疑応 答 で は な く,グ ル ー プ発 表,友 達 と情 報 を 交 流 して か ら

の報 告 会,ポ ス ター セ ッ シ.ヨンな ど,友 達 との か か わ りを もっ こ との で き る学 習 活 動 を

工 夫 す る必 要 が あ った。
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VI研 究の成果 と今後 の課題

1研 究の成果

○ 地域には,様 々な素材 があ る。素材 を教材化す るにあた り,児 童 の側 にた った視点,教

師のね らい とい う視点の2つ のフ ィルターを用意す ることによ り,素 材 の選定 の仕方が 明

らか にな った。特 に,児 童か ら見た地域 とい う視点 は,児 童が,主 体的に地域 にかかわ る

ためには重要な視点であ り,児 童の学 習意欲 を高あ るたあ に も大切な ものであ った。

・身 近 な 商 店 街 を 教 材 化 す る こ とに よ り,地 域 の 人 に触 れ,焦 点 の 工 夫 を知 る と と もに

現 在,商 店 街 が 抱 え て い る問題 に も 目を 向 け られ る よ うにな っ た。

(第3学 年 「千 束 通 り商 店 が い」 の 実 践 よ り)

・児童 の 利 用 頻 度 の 高 い コ ン ビニ エ ンス ス トア を教 材 化 す る こ と に よ り,商 店 に対 す る

興 味 ・関 心 を高 め,販 売 の 工 夫 にっ い て の情 報 に対 して 豊 か な気 付 きが 生 まれ た。

(第3学 年 「コ ン ビニ や スー パ ー の ひ み っ を さ ぐれ!」 の 実 践 よ り)

○ 活 動 と環 境 を一 体 と して 学 習 活 動 の 在 り方 を 考 え,授 業 を行 い考 察 した結 果,児 童 相 互

の か か わ りの姿 や,教 材 に対 す るか か わ りの 姿 が 明 らか に な って きた。

・探 検 活 動 に よ って,児 童 の 意欲 を高 あ る と と もに,実 際 の 見学 に よ り地 域 の特 色 を知

る ことが で きた 。 そ の 際 は,少 人 数 の グ ル ー プで 行 う と,児 童 同 士 の協 力等 の か か わ

りが 見 られ た 。(第3学 年 「学 校 の まわ りの よ うす 」 の実 践 よ り)

・交 通 事 故 を 防 ぐた あ に従 事 して い る地 域 の人 々(警 察 官 ・交 通 指 導 員 等)に 対 して,

聞 き取 る調 査 活 動 を 通 して,仕 事 の様 子 や 苦労 ・願 い な ど人 の 生 き方 に触 れ る こ とが

で きた。(第4学 年 「交 通 事 故 か ら私 た ちの安 全 を守 って くれ る人 々」 の 実 践 よ り)

・グル ー プ ご とに表 現 方 法 を 考 え 発 表 会 を 行 う こ とに よ り,他 の グ ル ー プの 発 表 を意 欲

的 に聞 くこ とが で きた。(第3学 年 「千 束通 り商 店 が い 」の 実 践 よ り)

・自 由 に移 動 で き る空 間で ,情 報 交 換 す る こ と に よ り,友 達 の考 え を知 る と と もに,自

分 の 考 え に 自信 を持 て るよ うに な った。

(第4学 年 「玉 川 兄 弟 の 知 恵 と工 夫 とは?」 の実 践 よ り)

・ポ ス ター セ ッシ ョンの よ うな発 表 形 式 を 行 うこ と によ り,一 方 通 行 の 発 表 か ら,相 互

交 流 の 発 表 とな り,情 報 が 個 々の 児 童 の もの にな って い った。

(第3学 年 「学 校 の まわ りの よ うす 」 の実 践 よ り)

○ 児 童 個 々の学 び の 姿 を,項 目を決 あ把 握 した こ と によ り,個 々の 児 童 の 関心 や 友 達 との

か か わ り,地 域 との か か わ り等 の傾 向 をっ かむ ことが で きた 。 また,授 業 の 中 で 個 々の 児

童 を 生 か せ る よ う な指 導 を行 う こ とが で きた。

2今 後 の課 題

○ 教 材 化 の2つ の フ ィル タ ー につ い て,視 点 が適 当で あ るか,あ るい は,他 の 視 点 もあ る

の か,検 討 して い く必 要 が あ る。

○ 児 童 が,友 達 と,よ りかか わ れ る活 動 ・環 境,教 材 に も っ とかか わ れ る よ うな活 動 ・環

境 は ど うあ るべ きか を検 討 す る。

○ 個 々の 児童 の学 び に対 して の,支 援 ・評 価 の 在 り方 に っ いて 検 討 す る。
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研究主題 〈5年A分 科 会 〉

自 分 な り の 考 え を 明 確 に も て る 教 材 の 開 発

1研 究主題設定 の理 由

児童 を取 り巻 く社会の状況が大 きく変化 して い く中,こ れか らの時代を担 う児童 には,そ の

変化 に主体的 に対応 しなが ら生 きて い く力が求 め られて いる。その都度直面す る社会生活上の

諸問題 に対 して 的確 に判断 を下 し,問 題解決 にあたって い く力を一人一人の児童に身 に付 けさ

せて い くことは,社 会科のみ な らず,今 日の教育 に課せ られ た重要な課題であ る。

児童 に主体的 に問題解決 にあたる力 を身 に付 けさせて い くたあ には,児 童 自らが問題意識を

もち,考 えてみ たい,追 究 して いきたいと感 じる魅力あ る教材を提 示す ることが大切であ る。

児童 に追究の意欲 を起 こさせ る教材 とは,第 一 に,児 童が課題 を 自分に引 き寄 せて とらえ る

ことので きる教材で ある。教材の もっ価値 内容が 自分 自身の切実な問題 とな った とき,児 童は

自 ら進んで追究 を始 めるであ ろ う。 そのた あには,児 童が現実 の社会 的事象 をどのよ うな感覚

で と らえて いるのか,児 童の社会的 な見方を教材づ くりに生 かす必 要があ る。

追究意欲を喚起す る教材の第二 は,社 会の変化の視点か ら内容 を構成 した教材 であ る。過去

か ら現在 に至 る社会的事象の変化,そ して現在か ら将 来に向か って の変化 の予測,そ の変化 に

人 々はどの よ うに対応 して きたのか,そ して,自 分 自身 はこれか らどのよ うに対応 して い こう

とす るのか,自 らに問 いか けなが ら調べて い くことので きる教材 が望 ま しい と考 え る。

自分 自身の問題 として と らえ られれば,児 童 は,自 分の考えを友達 に聞いて もらった り,友

達の考え も聞 いた りして,そ の解決 に向けて努力 してい くであろ う。 そ こには学 び合 いが生 ま

れ,学 び合 う中か ら,自 分な りの考えが次第に明確 にな ってい く。

人間関係が希薄 にな り,他 人 とかかわれない児童が増 えて いる とい う問題が生 じて いる中で,

自分な りの考えを はっきりと言い合い,友 達 とかかわ り合 いなが ら学んで い くことので きる児

童を育て ることは,社 会 の要請で もあ る。そのよ うな学習 を積み重ね た児童 は,変 化の大 きい

社会の中にあ って も,自 ら判断 し主体 的に生 きてい く力 を身 に付 ける ことがで きるので はない

か と考えた。 そ こで,学 び合いのあ る社 会科学習 を目指 して,自 分 な りの考えを 明確 にで きる

教材を開発 しよ うと考え,上 記の研究主題を設定 した。

II研 究 のね らい

自分な りの考えを明確 に もて る児童を育て るたあには,ど のよ うな視点か ら教材を開発 した

らよいのかを明 らかにす る。

皿 研究 の仮説

自分 な りの考 えを明確 に もて る児童 を育て るたあには,児 童の社会的事象に対す る感覚を大

切 に した教材が必要で あ り,社 会の変化 の視点か ら構成 した教材,対 話が可能な 「人」を設定

した教材が有効で ある。
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IV研 究の内容

1研 究の構造

教 材 の 開 発

【教 材 化 の 視 点】

○児童の社会 的事象 に対す る感覚 を大切 にす る

・児童の感覚 にあ った教材

・児童の感覚 ではと らえ きれない教材

○社会の変化の視点 か ら構成 する

社
会

の
変
化

・人々の願いの変化

・環境の変化

・国際社会の変化

○ 児童が対話可能な 「人」を設定す る

・社会的事象の変化に対応 して工夫や努 力を し

て いる 「人」

・児童が 自らの課題解決に向け,問 いかけるこ

とがで きる 「人」

・児童の課題 に対 して答えて くれ る 「人」

(支 援)

学び合い

→

'幾 暴毒 ることができ1餐 堵 募脇

→

・主体的な追究 を促 す支援

○ 自分な りの考えを明確 に も

っ ことがで きるよ うな支援

(学習活動 の工夫)

考えを明確に もつ

ことがで きるよう

な支援

→

・自ら問いを もつ ことがで き

るよ うな活動 の場 を設定す

る

・自らの課題 を主体的に追究

で きるよ うな場を設 定す る

・自分 なりの考えを明確に し

季弩できるような場を設定i

O自 分 なりの考えを明確に も

つ ことがで きる学 習活動 を

工夫す る

・友達 と学 び合 う場

を設定す る

(評 価)

・自分か ら課題 を見つける こ

とがで きたか

・自分の課題を主体的に追究

で きたか

○鞍 黎 ξ慧 明確にもi

・友達 と学 び合 うこ

とで,自 分な りの

考えを明確 に もつ

ことがで きたか

→

〈分析 〉

〈考察 〉

團
た

視

点

で

構

成

し

た

教

材

の

価

値

の

吟

味

2研 究主題 につ いて

本分科会で は,研 究主題 「自分な りの考えを明確 に もてる教材の開発」 にっ いて,次 の よう

に考えて いる。

「考えを明確 に もつ」 とは,自 分 の考えが学習過程 を通 して深 ま りを もった考え にな ること

で ある。児童が,自 分の感覚で とらえた問題意識が,自 分 自身の追究や友達 との学 び合 いを通

して次第 に確かな ものにな ってい く。 単元 の学習の最終段階で,そ の ような変容が見 られ るよ

うな教材をっ くってい きたい,と い うのが研究主題 の意図す るところであ る。

3教 材化の視点

(1)児 童の社会的事象 に対 す る感覚 を大切 にす るこ と

児童 は,児 童 自身 を取 り巻 く社会 か ら様 々な影響 を受 けて成長 して きてい る。そ して,そ

の社会 は,児 童の育 って きた ここ10年 余の間 に も大 き く変化 して いる。現 在の社会を生 きて
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い る児童が,現 在身の回 りに起 こって いる社会的事象 を どのよ うな感 覚で とらえて い るのか

を吟味す ることは,変 化の激 しい社会にあ っては,常 に必 要な ことで あ る。

「児童の社会的事象 に対す る感覚」 とい うフィル ターを通す ことによ って,現 在 の社会 的

事 象 に対す る児童の興味 ・関心 に寄 り添 い,児 童の感覚 に合 った教材 を提示す る。 あ るいは,

一面的で偏 った もの にな りが ちな児童の感覚では とらえ切 れない教材 を提示 して
,児 童 に矛

盾 や驚 きを起 こさせた りす る。 どち らの側 面か ら迫 るに して も,こ の フ ィルターを通 した教

材 は,児 童が 自分の身近 に引 き寄せ,実 感的に理解で きる教材 とな り得 ると考 えた。

② 社会の変化の視点で教材 を構成す ること

本分科 会では,「 社会の変化」の うち① 人 々の願 いの変化 ②環境 の変化 ③国 際社会 の

変 化の3つ を重 点 と して とらえた。 これ らの変化の いずれか に視点を おいた教材 を構成 し,

児童に与え ることによ り,次 のよ うな利点 がある と考え た。

・変化の事実 や原因,変 化 の過程 な どに対 して興味 ・関心が生 まれ,追 究の意欲が わ く。

・変化 に対応 してい る人 々の工夫 や努力 を見 る ことがで きる。

・ 「自分 だ った らどうす るか」 とい う変化への対応を考え ることによ り,課 題を 自分 に引

き寄せ て,自 分 な りの考 えを もっ ことがで きる。

このよ うに社 会の変化 の視 点で教材 を構成す る ことによ り,児 童 に課題意識を もたせ意欲

的な追究 を促す ことがで きる と考 えた。

(3)対 話が可能 な 「人 」を設定 する こと

興 味ある教材 と出会 った児童 は,教 材か ら自 らの課題を もち,そ の課題を解決 しよ うと教

材 に問いか ける。教材 は,そ の問いか けに答えて くれ る。 その ようなf対 話」ので きる教材

が望 ま しい。

と ころで,社 会 的事象の変化の事実を取 り上げ るとき,児 童は 目に見え る事 象の変化だけ

を追 って い くことにな りが ちで ある。事象の変化を追 うだけでは,教 材 とのかかわ りに切 実

感 は生 まれ に くく,児 童が 自 ら問題意識を もって追究す ることはで きない。

む しろ,社 会的事象の変化の背景 には 「人 」が いることや,社 会の変化を支えて いるの は

「人 」の営みで ある ことを知れ ば,児 童 はこの 「人」 とかかわ りなが ら主体的に学習を進あ

て い くことがで きるで あろ う。r人 」 とのかかわ りがあ るか らこそ,児 童 はこの 「人」に問

いか けて課題を解決 した り,ま た,こ の 「人」が語 って くれ ることで新たな疑問を見出 した

り,発 見を した りす ることがで き,意 欲的 な追究をす ることがで きるのであ る。

この ように,社 会的事象の変化の背景 に 「人」の営みが見え るよ うな教材で あれば,児 童

は この 「人」 と対話を し,社 会的事象の理解を深あてい くことがで きると考 えた。

V仮 説 の検証

1実 践例 ～ 「自動車 の開発 にたず さわ る人 々」の授業実践 よ り～

本分科会で は,「 自動車工 業」単元 を,開 発→国 内生産→海外生産 とい う小単元の配列 に し

た。 「開発 」を単元 の最初 に取 り上 げる ことによ り,児 童 に とって は,自 分 たちの願 いが人 々

の工夫や努力 によ って新型車 と して現実化 して い く過程 を学習 して い くことにな る。

以下 に実践例を示す。
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本実践 にお ける観察対象児の考えの変容

学習

過程

問

題

の

発

見

明

確

化

問
題
の
追
究

概
念
化

時

0

0

課

外

0

④

⑤

・
⑥

⑦

⑧

学 習 活 動

1台 の 自動車

を観察 し,気

付いた ことや感想をま
とめ

発表 し合 う。

を
乗
車
べ

。

等
の
動
調
う

告
分
自
て
合

広
自
い
い
し

聞
て
た
つ
表

新
見
り
に
発

先生達や家の
人に自動車 に
ついて インタ
ビューす る。

イ ンタ ビュー
した ことをま
とめ,考 えた
ことを話 し合

う。

マーチの資料

か ら共通学習

問題を もち,
さらに 自分の

学習問題を作
る。

自分の学習問
題を調べる。

それぞれの学

習問題につい
て調べた こと

を発表 しあ う。

開発に携わっ
た人たちへ学
習のまとめの
手紙を書く。

教 材

1台 の

自動車

広 告

先生や
家の人
へのイ

ンタビ
ユー

や
人
イ
ビ

生

の
の
タ

【

先

家

ヘ
ン

ユ

型
チ
告

一
広

旧

マ
の

台

フ

録
の
ラ

登
数
グ

Hさ ん
の話

チ
告

型

一
広

旧

マ
の

旧型
マーチ
の写真

資料集

VTR

(開 発)

パ ンフ

レ ッ ト

た
を

め
品

べ
と
と
作

調

こ
ま

た

教 材 と の 対 話

○ 「先生 の車大 きいかな」 と予想を も
ち,意 欲的に観察す る。
・とて も大 きい。
・車の後ろに予備 のタイヤがあ る。
・チ ャイル ドロックがあ る。

・小 さいサイ ドミラーがあ る。
・いろいろな油が使われて いる。

等 に気付 く。

○次のよ うな情報を探 し出す。
・マルチマチ ック

・両席SRSエ アバ ッグ
・4輪 ダブルウイッシュポーンサスペ%%3ン 等

○ 自分の乗 りたい車を考え た。

○ インタビューした ことをまとめる。

(先生)「 こまわ りがき く」 ことが気
に入って いる。排気ガスが空気 を汚す
ことが不満。電気 自動車が欲 しい。等

(家族について も同様にまとある。)

○先生へ のイ ンタビューで調べたこと
を発表 する。

○家の人へのイ ンタビューの内容 を発

表する。

○感想を持つ。
・あま りデザイ ンが よ くな い。
・売れてない と思う。

○感想を持つ。
・下が ると思 ったのに上が った。

どう してだろ う。

060ケ 所以上かえるなんてす ごい。

共 通 学 習 問 題 一

学 び 合 い

(友達 とのかかわ りあい)

〈観察 〉
・ 「デザイ ンはど うだろう」 「色はど

うか」 と予想 し合いなが ら観察す る。
・友達の質問をよ く聞 いていて,そ の

答えを カー ドに書 き込 む。
〈発表 〉
・ 「車 にはいろいろな油が使われてい

る」 と発表 し,友 達 の発表をよ く聞 く。

〈調べ る〉
・グループで話 し合いなが ら調べ る。
・友達の相談にの ってあげる。

〈発表 〉
・友達 の発表をよ く聞 く。

〈イ ンタビュー〉
・グループで インタビュー。
・他の児童が質問 した内容を確実 にメ

モ していた。

〈発表 〉
・友達の意見をうなず きなが ら聞 く。
・ 「今 と同車種で新型が欲 しい」 「横

たわ ることのできる自動車C広 い)」
に 「な るほど」の意思表示をす る。

〈観察 ・発表 〉
・友達の発表を聞きなが ら,同 じ意見
には うなず いた り手 を挙 げた りす

る。

・友達 の発表を聞 く。

M児 の 考 え

☆ チャイル ドロックの他はほとん ど知
らな い ことばか りで,び っ くり し
た。一番 びっくりしたのは,い ろい

ろな油を使 ってい ること。

☆みんなの発表を模造紙にまとめたも
のを見 たら,車1台 にい っぱいの情

報がつ まってい ることがわか った。

☆私 は酔 いやすいので,乗 り心地 のい
いサスペ ンシ ョンがいい。あ と,中

が広 くて,安 全な車がいい。いすが
平 らになって寝そべ る車がいい。

☆友達 の発表で新 しい情報が分か った

☆むずか しい言葉がた くさんあ ったの
で意味を聞いた。意味を聞いた ら,

わか ってきたことが たくさんあ った

☆電気 自動車を初 めて知 った。 こんな
自動車があるん だなと思 った。

☆広い車がいいという意見がた くさん
あ る。私 も広い車が いい。

☆ア ンケー トの中では,次 に買 いたい車
として,具 体 的な車 の名前が出て

こない と思 った。

☆今の車 は丸 っこいのに,こ の車 は角
ば って い るか ら,古 い かな と思 っ
た。

Hさ んたちは,マ ーチを人気のある自動車 にす るためにどの ように変えたのだろう。

同
な
変
チ
想
ガ

私

当

マ
と

☆
☆
本
☆
?
☆

～

コ
○よ く見て学習問題を考える。

・色 を変え た。車内を広 くした。
・形 を人気の ある形に した。等

○一番初 めに見に行 く。

〈考 えをワークシー トに記入 〉

〈発表〉
・友達の発表を聞いて書き足す。

(な るほど)・ エ ンジンをよ くした。
・安全性をよ くした。等

(違 うかな)・ エ アバ ッグは92年 には
なか ったのでは?

と じ考えがた くさんある。
みん の発表 した ことのほ とんどが

に えたことで はないか と患 う。
一 の形が丸 っこくな ったのでは

予 して,学 習問題を決めた。排気
スにつ いて調べ る人がな く,

M脇 羨 鞭 凝 蕩£ 鹸 ξ
う鰹 ん。形、、した。嗣 を,.トにしたのかも知り。、幡 響 掌騰

*排 気ガスをきれ いにす るのはどうや って したのか。 題 も付 け加 え
た。

○ 自分の学 習問題 に関係す るペー ジを

探 し出 し,熱 心 に調べ る。
・茶室を ヒン トに,緑 色を考えた。
・エ ンジンを昔のマ ーチよ りも排気

ガスの出ないエ ンジンに した。
・フ ロンを使 わないエア コンに。等

○気付いた ことをメモに取 る。
・会議 →デザイナーが絵を描 く→粘

土で形 を作 る→実験
○資料で調べたことを確かめ る

・実際の車の色 ・エ ンジンの内容

○他の問題 について もた くさんの こと
が調べ られたことに気付 く。

〈調べる 〉
・同 じテーマの友達 と一緒 に調べる。
・自分の調 べが終わ った後,他 のテー
マの友達と一緒 に調べなが ら,相 談 に

の っていた。

〈発表 〉
・自分の考えをまとめ,発 表す る。
・友達の発表を熱心 に聞 く。
・友達の発表の要点 をメモす る。

☆マーチは女性 向きの卵形のかわいい
車に した こととかぎまで卵形に した こ
とが一番注目 したことです。茶室な ど
いろいろな ものを ヒントに してマ ーチ

を開発 したのはたいへんだ った ろうな
と思 う。

☆昔のマーチよ りも排気 ガスの出ない
エ ンジンにした りして,い ろいろな努

力を して,地 球 に優 しい車,マ ーチを
作 って しまうなんてす ごいな一と思 っ
た。

☆環境だ けではだめ。デザイ ンだけで
もだ あ。エ ンジンだけで もだめ。色 々

なところを変えてマーチの開発 は成功
した。

☆マーチの売れ高が グー ンと上が って
いるのを見て驚 きま した。60カ 所 も変えて売 れたのですね。4年 半かけて苦

労 したのですね。新 しいマーチの形には ヒン トが ありま した。エ ンジンも排
気 ガスを きれいにするために工夫 してあるのですね。みんなの発表には開発
の裏 に会議,苦 労,実 験,た くさんの人々,検 査等が 出て きました。 こうし

て新 しいマ ーチができたのだなと思いま した。マーチの開発が大成功 して良
かったなと思 いました。
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2考 察

明確 な考 えを もてる児 童を育て るために,研 究仮説 と して掲げた教 材化 の視点 の有効性 にっ

いて考察す る。

(1)児 童 の社会 的事象 に対 す る感覚 を大切 にす る

児童 は,日 常 よ く自動 車を利用 して いるが,自 動車 についての詳 しい内容 はよ く知 らない と

い う実態が あ った。 そ こで,1台 の自動車の構造や仕様な どの観察,新 聞広告調 べ,家 の人 や

先生 へのイ ンタビューな どを させ ることによ って,自 動車 に込め られた多 くの技 術や人 々の多

様 なニーズに気付かせてい った。 この ことによ り,児 童 は,自 動車を見 る新 たな視点を得 て,

興 味 ・関心 を高あ,「 自動車の開発 」にっいて意欲的 に追究 して い くことが で きた。

(2)社 会 の変化の視点 か ら構成 す る

新型車の開発に携 わ る人 々の仕事 それ 自体が社会の変化への対応であ り,そ の際の社会 の変

化 は,消 費者の願 いに直結 していて,児 童に とって は とらえやすか った。 児童に とっては,自

分た ちの願 いが人 々の工 夫や努力 によ って現実化 して い く過程を学習 してい くことにな り,自

分 とのかかわ りで教材を とらえてい くことがで きた。

(3)児 童が対話可能な 「人」を設定す る

新型マ ーチ開発の総責任者Hさ んを対話の相手 と して設定す ることによ り,児 童は 自分 の願

いを現実の もの に して くれ る 「人」の存在を改 あて実感す ることがで きた。 また,Hさ ん に語

らせ る自作資料を児童 に与えた ことによ り,児 童 は この資料を通 して,Hさ ん とかかわ り,H

さん たちの よ うな開発 に携わ る人 々の苦労や工夫 にっいて実感的 に理解 してい くことがで きた。

(4)自 分 な りの考えを明確 に もて たM児

マーチとい う自動車の生産の飛躍的な伸び とい う変化 の背景 には,人 々の願 いがあ り,そ の

願 いを実現す るたあ に,自 動車の開発に携わ る人 々は努力や工夫 を して いるとい うことを,M

児 は自分の課題を追究 しなが ら気付いてい った。変化 の原因の予想 は児童一人一人様 々であ り,

M児 は これを友達 と情報交換 して学び合 い,自 分な りの考 えを明確 に もっ ことがで きた。

VI研 究 の成果 と今後の課題

1研 究 の成果

03つ の視点か らつ くられ た教材 は,児 童の多様な考えを引 き出す ことがで きた。 その多様

な考え を交換 し合 うことによ り,児 童が互い に学び合いなが ら学習 を進 める ことがで きた。

○教材化の3っ の視点 は,ど れ も児童の考えを深 あ,自 分 な りの考え を明確 に もたせ るの に

効果 的で あ った。 「児童の感覚」 は,特 に発 見 ・明確化 の過程で,「 社会 の変化の視点 」

と 「対話可能 な 『人』 の設定 」は,発 見 ・明確 化の過程,追 究 ・概念化の過程 ともに有効

で あ った。

2今 後 の課題

○ 「児童の感覚 」の見取 り方 と教材への生か し方 にっいて,他 の単元 につ いて も研究を深 あ

たい。

○ 「社会の変化 」が ます ます その速度 を速あ,内 容 も複雑にな ってい る今 日,ど のよ うな

「変化 」を取 り上 げ,ど の よ うな形で児童 に見せてい くのか,考 え る必要 があ る。

一13一



研 究 主 題 〈第5学 年B分 科会 〉

産 業 や 環 境 保 全 に 携 わ る 人 々 の 生 き 方 に 迫 る 教 材 開 発 の 方 法

1研 究主題設 定の理 由

今 日の社会は,科 学技術 の進歩 や情報化 によ り,省 力化 ・無人化が進み,働 く人の営みが従

来よ り見えに くくな っている。 その たあに,児 童 は,様 々な人 との かかわ りの中で 自分の生活

が成 り立 っている とい う意識 が薄 い。 また,「 い じあ」 に象徴 され るよ うに,児 童同士の人間

関係の希薄 さも指摘 されて いる。 したが って,社 会科の学 習を通 して人の姿を見せて い くこと

が大 きな教 育的課題 の一 つで あ ると考え た。

社会科には,人 間の営 みや生 きざまに触れ させ,共 感的な理解 を図 り,人 間理解 を深 あて い

くという教科 の特質があ る。第5学 年の学習指導要領に も,様 々な産業 に従事 して いる人 々の

工夫や努力 に気付かせ る指導 を行 うよ うに明示 されてい る。 したが って,社 会科 の学習の 中で,

人間の具体的な姿を学ばせ ることは必要で ある と考えた。

以上の ことか ら,本 分科会で は,働 く人 の営み という視点か ら教 材の開発 を行 うことに した。

第5学 年で扱 う様 々な産業や環境保全の単 元には,自 分 自身や世の中の人 々の生活 をよ りよい

もの にす るたあに,工 夫や努力,苦 労を し,ま た願 いを もって生 きる人 々の姿が 見 られ る。本

分科会で は,「 人」を 「教材 となりうる具体 的な人物」 と押 さえ,「 人」の生 き方 を児童が共

感 的に理解す る力を育てて いきたい と考えた。 さ らに,児 童が 自分の生 き方 を問い直 し,よ り

よ く生 きて い く力を身 に付けて くれ ることが私 たちの願 いであ る。 そのために 「人」の生 き方

に迫 るための教材開発 につ いて研究を進あよ うと考え,標 記の研究主題を設定 した。

II研 究 のね らい

産業 や環境保全 に携わ る人 々の生 き方 に迫 るには,ど の よ うに教材を開発 した らよいのかを

明 らかにす る。

皿 研究 の仮説

学習で扱 う 「人」の選定 と,「 人」 と学 習活動 との組み合わせを重点に教材 開発をすれば,

産業 や環境保全 に携わ る人 々の生 き方に迫 る児童 を育て る ことがで きるだろ う。

IV研 究 の内容

1研 究主題 に迫 る手だて

本分科会で は,教 材 とな りうる具体 的な 「人 」を以下の方法 によ って選 定す ることで,働

く人 々の生 き方 に迫 る学 習がで きると考 えた。

(1)「 人」を選定す るときの留意点(第 一の フ ィル ター)

◎ 自分 とのかかわ りで考え られる 「人 」を選ぶ

具体的な 「人」を選 定す る際,児 童が その 「人 」の生 き方 に感動 し,考 え られ るよ う

に 「人」 との対話 を通 して,自 分 と比べ た り,自 分の生活の中の出来事 と関連付 けた り

で きるよ うに した。

○ 産業や環境 保全の社 会的意味が とらえ られ る 「人」を選ぶ

「人」の生 き方 を情意面 のみで とらえ たり,単 な る工夫や努力で理解 した りす るので

はな く,資 料 等を活用 しなが ら,あ るいは,体 験を通 しなが ら,社 会 におけ る意味 もと
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らえ られ る 「人 」 を選 ぶ こ とに した。

○ 身 近 に と らえ られ る 「人 」を 選 ぶ

常 に距 離 的 に身 近 な 「人 」 を 選 定 す る こ とは難 しい。 そ こで,そ の 「人 」 との 出 会 わ

せ 方 や 学 習 活 動 の 工 夫 に よ って,心 理 的 に近 づ き,身 近 に と らえ られ る 「人 」 を選 ぶ こ

とに した。

(2)「 人 」 を選 定 す る た あの 生 き方 の5観 点(第 二 の フ ィル タ ー)

学 習 指 導 要 領 に あ る 「人 々の 工 夫 や 努 力 」 は,生 産 シス テ ムを 伝 え るた あ の 一 っ の 手 段

で あ り,「 人 」の 生 き方 に迫 る教 材 を 開 発 す るに は,更 に新 たな 観 点 が 必 要 で あ る と考 え

た。 そ こで,こ れ まで の 実 践 にっ い て 検討 し,生 き方 の 観 点 を下 記 の 五 っ に ま とめ た 。

愛着 … もの に対す る思 いや慈 しみ

克服 …困難 を乗 り越え る努力

責任 …他者 に対 して果たすべ きこと

夢 …技術の向上や将来の展望

情熱 …仕事 に対す る意気込み

第 一 の フ ィル タ ーを 通 過 した 「人 」 を,更 に そ の五 っ の 観 点 に照 ら し,児 童 に と らえ さ

せ た い その 「人 」 な らで はの 生 き方 を 明確 に した。 そ して,表 に整理 し,教 材 に な り う る

具 体 的 な 「人 」を 選 定 した。

(3)「 人 」 と学 習 活 動 との 組 み 合 わ せ

遷 定 した 「人 」の 生 き方 に迫 らせ る には,学 習 活 動 と組 み 合 わ せ て い くこ とが 不 可 欠 で

あ る。 そ こで,「 人 」 と学 習 活 動 の 組 み 合 わせ 方 を表 に ま と め,そ の 在 り方 を 明 らか に し

た。 ま た,評 価 ・分 析 の ため の 「期 待 す る児童 の 反応 」 も明 示 した。

2研 究 の構 造

私 たちの願 い

学習 した ことを 自分の生 き方 や生活 に反映 させてい こうとす る児童

b
教 材 開 発

「人」の選定 の方法

(1)選 定 の留 意点

◎ 自分とのかかわ りで と らえ られる 「人」

○社 会的意 味が と らえ られ る 「人」

○身近 にと らえ られ る 「人」

② 選定 の生 き方 の5観 点

○愛着○夢○克服○情熱○責任

方法の評価 ・修正

a[iコ

b

Eヱ}
b

囹
○授業実践

b

学習活動 と 「人」との組み合 わせ方

○ 「人」 を学習 に組み入れ る意図を明 らか

にする

○学 習活動 との組み合わせを明 らか にす る

○期待す る児童の反応を3段 階 にわけて明

らかにす る

方法の評価 ・修正

「 人 」 の 生 き 方 に 迫 れ た か

○授業実践

b

育てたい児童 の姿

働 く 人 々 の 生 き 方 を 共 感 的 に 理 解 す る 児 童
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3 実践例 「放送 に携わ る人々」の教材開発

(1) 実践の概要

iO 【っ か む 】 … … 「人 」 の 選 定

アナウn-,デ ィレ79.キ ャス9一 放送作 家.プeデ ュ十,カ メラマン,λ イ7チャー,俳 優,タ レン ト,レ ポ ーター,メ イ ク,衣 装,AD,大 道 具,美 術,編 集,広 報

111111111111!:i1

ア.留 意点 一一一→ イ.「 人」 の とらえさせ たい生 き方
冊i

様々なテ レビ番組のうち,娯 楽性があり学級の児1

童も親 しんでいるドラマを制作 している現場が学区

域の近 くにある。

したがって,足 を運んで見学することが可能であ

るとともに,そ こで働く 「人」との対話 も可能であ

る。このような身近さや自分のかかわりでのとらえ

やずさに,ま ず着目した。 ・「

また,そ こで働く人々は,視 聴者の要望に応 じた

最高の番組を提供 しようと努力 し,ど のスタッフも

自分の仕事に誇りと責任をもって番組作 りに励んで

いると考え られる。 こうした個々のスタッフの協力

態勢が整って こそ番組作りが成立するのだろう。こ

のような社会的な意味を,資 料の活用や体験を通し

てとらえやすいという点 も考慮 し 「人」を選んだ。

↓

ドラマ制作に携わるカメラマン,ス イッチャー

■

番組作りに携わる人々

スイ ッチ ャー Cさ ん

愛 着i夢 克 服i情 熱1貨 任

O 0 v

カ メラマ ン

i・
という誇りがある。

自分の技術は長年の経験から身に付いナ・1

マ ン Bさ ん ミ1
!1

0101

一

〇}

・精神的にも肉体的にもきつい仕事だが,

好きだからがんばれると思 っている。

Yテ レビ所属のカメラマンO

Dさ ん

0

」ー

ヒ

O

ド かつては現場で労力を惜 しまず働いてい 』

1た という誇 りがある。今は後輩の育成に努

1めて・る・

～～～～ ～～ ～～～～ ～～～ ～、 ～～～ ～～～ ～㌧～ ～～～ ～～～ ～～ ～～

0 【っ くる】 … … 「人 」 と学 習 活 動 との 組 み 合 わ せ

登 場 す る 「人 」 「人」を組み入れる意図 学習活動 との組み00わせ

.1期 待 す る 児 童 の 反 応

事実をとらえる
印 ・購 諏 「 一〈 ドラマ制作スタッフ〉

番組の終わりに,役 者の配

役とともに名前が打ち出さ

れる。

テレビに映 し出される映像

の裏には多 くの人がかかわ

っていることに気付かせ

る。

放映 されるドラマの1シ ーン

を撮影するのに,何 人の人が

かかわ っているかを予想す

る。 【つかむ段階】

灘 無剃%
i
脚

1

縦 基に考える 隠 会融 に気付く 」

1

聖

I

li
a
:<カ メラマンのBさ ん>

42歳。カメラマン暦18年。

序列会社のカメラマンの世

界で,チ ーフカメラマンを

努める。

具体的なスタッフの仕事の

内容を理解し,働 く人の姿

に迫るための視点をもたせ

る。

ドラマの ユシーンのVTRを

見て、数台のカメラが撮った

映像が,ス イッチャーによっ

て切り替えられていることを

確認する.

【っかむ段階】

文章資料から,カ メラやスイ

ッチャーの仕事を理解 し,ス

タジオ見学の視点をもっ。

【っかむ段階】

・自分だけが勝手にいい絵

を撮っても仕方がない。

全体を考えないといけな

い。

カメラマンの指導は厳 し

いんだな。

カメラを持って,咄 嵯に

る体 力や運動神経が必

要。

「
幽

・VTRに 収録される画面i・ カメラマンが手を抜 くとi

その前に準備 したものが1については,全 貰任があ1

るん塩1す べて鰍 になる。1
…・他のカメラの映像も気に

しないといけないなんて

チームワークが大切だ。

・i・ 好きな仕事だから頑張れ

iる んだ。
・1・ 普段から,体 力作りや健

判断して,き びきこ働 け1贈 理に気を付けないと
1

いけないんだ。

・自分が撮影 しなが ら,ど

ているのかな。

i
I
I

i

i

圏

うやって他のカメラも見 ト どのスタッフも,自 分の

1仕 事に誇りと責任をもっ
「

て,番 繧作りに励んでい

るD

iI
il

ii

l
f

i

〈スイッチャーのCさ ん〉

カメラを10年ほど経験した

後スイッチャーになる。4

台のカメラがバラバラに送
ってきた映像を一毎 のうち

にひと続きの映像につなげ

る。

間を撮っていても,そ の

瞬間にそのカメラに切 り

替えてなければ意味がな

い。

・演 じ手のア ドリブも入る

ので,ス リルがある。

…
・いくらカメラが決定的瞬1・ 長年の経験からに身に付

いた勘が必要みたい。

・カメラマンとも息が合っ1

てないといけないだろう

i・ 難 重大だけど やりがi
いがありそうだ。

・瞬間の手の動きが早そう

だ。見てみたい。
「

<Yテ レビのDさ ん>

Yテ レビ所属のカメラマン

スタジオで実際に機器の操

作やスクッフの仕事の説明

を していただき,番 組作 り

に携わる人 の々生 き方に迫

らせる。

スタジオを見学 し,局 の人の

話から,撮 影現場でのスクッ

フの工夫や努力を追究する。

【追究する段階】

・すごい機器がそろってい

る。
・一つのスタジオにいろい

ろなセ ットがある。
・・一っのシーンを撮るのに

いろいろな役割分担があ

るD

1
・どうやって操作するのか

な。
・空間をうまく利用 していl

iる な
。

1・ 一部でもうまくいかない

と番組は台無 しだ。

1・ 番組を作っている人 の々1

願い嗣 だろう。

i・番組作りは,ス タッフのi

協力体制が整ってこそ成

立する。

,

1

…

!
これまで学習して憩ったこと

や考えたことを手紙に書いて

まとめる。

【まとめる段階】 1…

_._一 一一翌
[
i・ ドラマ作 りに携わる人々

は,視 聴者の要望にこた

えた最高の番組を提供 し

ようと努力している.
.一____一
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③ 【い か す 】 … …授 業 実 践
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要

★

○カ メ ラ マ ンDさ ん と
組 み合わせた学習活動
は.イ ンタ ビュー,番
組作 りの模擬体験,手
紙 を書 くことなどであ
る。 これ らの学習活動
の 工 夫 か ら,Dさ ん

を,自 分 とのかかわ り
を もちなが ら,身 近 に
感 じられ るようになっ
た。 しか し,Dさ ん
の生 き方を共感的 に理

解す るには,あ と一歩
の ところで ある。

1
★ 「人」 と学習活動の組

み合わせ表を基 に して
Dさ ん との 対 話 や そ
の立場 に立つ ことを促

す見学や表現活動を設
定す ることがで きた。
更に,共 感的な理解に
導 くたあには,と らえ
させたい生 き方に照 ら
した学習活動を吟味 し
てい くことが重要 であ
る。

a

〈 学 習 の 流 れ と 児 童 の 姿 〉

過程 時 主な学習活動 と内容1 児 童 の 反 応

つ
か1

11 ○テ レビ番組表 を色分 け しなが ら
テ レビ局 の数,放 送時間,番 組

・テ レ ビ局 の 人 は ,み ん な に テ レ ビを 見 て ほ し くて,い

ろ い ろ な 工 夫 を して い る。
む の種類 を調べ,テ レビの役割 に

つ いて 話 し合 う。

z ○ ドラマ番組を具体例 にして,1 ・画 面 に 出 て い るの は2入 だ けれ ど ,も っと多 くの人 が
シー ンを撮 影 す るの に,何 人 の い る 。

人がかか わって いるかを予想す ・20人 ,30人,100人 く ら い か な 。

る 。 ・番組の最後に出る名前 を見れば分 かるよ。
・数 え て み よ う…42…59 ,あ,多 摩 ス タ ジオ って か いて
あ る。

○番組作 りに携わ る人 々の仕事の ・カ メ ラ ,照 明,大 道 具 … な ど い ろ い ろ あ る。

内容を 資料を基 に調べ る。
○画面が スイ ッチャーによって切 ・1回

,2回,… す ご い,15回 。

り替え られて いることを確かめ
る 。

○ カ メ ラ と ス イ ッチ ャ ーの 人 の 話 一 ス イ ッ チ ャ ー

を ペ ー プ サ ー トで 見 て,分 か っ .套源磁 嗣 ・カメラの経験が必要

たことを 発表 し合 う。 撮 るので責任重大。 ・迷 った り まち が え た

・チ ー フは貴 重 な場 面 り しな い よ う に,台

を撮 る。 本をよ く読む。
・他 のカメラを見なが

ら撮 る。

○学習問題を まとめ る。 い い ドラ マを 作 るた め に,ス タ ッ フの 人 た ち は,ど

ん な工夫や努力を してい るのだろ う。

追 3 ○ 見学前 に取材 メモを準備する。 一 カ メ ラマ ン 一 ス イ ッ チ ャ ー ・

究 4 ・他 の カ メ ラが 撮 って ・ス イ ッチ は い くつ く

す 5 い る の は,ど こか ら らいあ るのですか。
る 見るのですか。 ・どんな,経 験が必要'・ど うな る とお こ られ な の で す か 。

るの です か 。 ・切 り替 え る時 ,迷 っ
・カ メ ラマ ンの 魅 力 は た ことはあ りますか

何ですか。

・特 に 大 変 な こ とは , ど うい うことですか
・心 が け て い る こ とは ,ど ん な こ とで す か。

○ スタ ジオ の見学 や局 のDさ ん
の話か ら.撮 影現場で のスタ ッ
フの工夫や努 力を理解 する。 ・いろい ろな人たちが ,一 生懸命仕事 を して いることが

分 か った 。
・みんな大変そ うだな と思 いま した。 たぶん,俳 優 より
大変だ と思 う。

・一 つ の ドラマ を 作 る の に ,何 人 もの 人が 協 力 して い る
の が よ く分 か った 。

6 ○ 自分たちで作 る番組 について
7 「制 作 会 議 」 を 行 う。 「

1自 分 た ち も番組 を 作 って,Dさ ん に 見 て も らお う
○ 各 グ ルー プ で 「ス タ ッフ打 ち 合 1

わ せ 会 議 」 を 行 う。 ● Dさ ん に学校の特色を宣伝 しよう。
・グ ルー プを 三 つ ぐ らい 作 って ,そ れ ぞれ に テ レ ビ局 の

名 前 を つ け よ う。
・3局 と も同 じ内容 じ ゃつ ま らな い よ。
・カ メ ラ の 切 り替 え を工 夫 しよ う。
・台 本 に 書 き込 ま な い と 分か らな くな る よ。

○ ビデオ撮 影をす る。

ま 8 ○出来上が った 「番組」を視聴 し ・た った5分 の番組 を作るの に,打 合せか ら撮影 まで
と 評 価 し合 う。 す ごく時間が かかった。
あ ○ 自分 たちの撮影 に番組を見てい ・グル ー プ の 中 で チ ー ム ワ ー クが 必 要 だ っ た。
る

蓼蒙 許 めに,Dさ んに手紙 謄 響 秀暴鯉 ことを考えて作ることに意味がある1
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(2)考 察

講ll繍 綻譜 論 一
が,期 待 した ほ ど驚 きを も った反 応 艶

は示 さな か った。

距 離 的 に近 い とい う理 由か ら,

童はス タジオ とそ こに携 わる人 ・兆

を身近 に とらえる ことがで きるだ ろ

うと考えたのだが,「 人 」の選定の

留意点 と して心理 的に身近 さ も考慮

してい くことが必要で あ ることが分

協
」

適
曲

まぎ

魎

㌦ へ、

か った。本実践では児童に とって な じみのあ る番組を素材 として選択す るこ とも考え ら

れ た。

② 「人」 と学習活動 との組み合 わせ

スタジオ に携わ る多 くの人 々の中で,カ メラマ ンとスイ ッチ ャーを生 き方 の5観 点 に

照 らした とき,児 童に とらえ させ たい生 き方の一つ と して,お 互 いの他者 に対す る責任

が明確 にな った。そ こで,資 料提示 の工夫 としてペ ープサー トを使い,こ れによ って二

人の それぞれの役割を強調 した り,二 人の連携を 児童 に視覚 的に とらえさせ た り した。

これ によ りスタジオ見学 の事前の疑 問や事後の感想 も期待す るもの とな った。

しか し,5観 点の どの生 き方 か ら児童 にと らえ させた らよいのか とい う分析 と,そ の

生 き方を と らえ させ るたあの児童の具体的 な学習の姿を明 らかにす ることが 「人 」の生

き方 に迫 る教材を開発す る上 で重要 である ことが本実践か ら明確にな った。

V研 究 の成果 と今後の課 題

1研 究 の成果

○ 「人 」を選定す るための留意点及 び生 き方の5観 点を設定す ることによ り,教 材 とな り

うる 「人 」が明確 にな った。

○ 「人 」と学習活動 との組み合わせを考える ことによ り,児 童に とらえさせ たいその 「人 」

な らで はの生 き方が明確にな った。

○ 期待す る児童の反応を3段 階 に分 けて記述す ることにより,児 童が 「人 」の生 き方 に ど

こまで迫れたかを把握 しやす くな った。

○ 体験的 な学習活動を位置付け ることによ り,児 童が実感を もって理解 し,「 人」の生 き

方 に迫 りやす くなった。

2今 後 の課題

○ 期待す る児童の反応を基 に して見取 った一人一人の姿 に対 し,ど の ような支援を した ら

よいのか,そ の方法を明 らか にす る。

0今 年度の実践を基 に して作成 した年 間計画 を更 に検討 しなが ら,生 き方 の5観 点が妥当

であ ったかを吟味す る。
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研究主題 〈第6学 年分科会 〉

児童が互 いにかかわ り合 いなが ら,自 分 な りの見方 や考え方 を深 める学習活動の工夫

一多様な考えを引 き出す教材 を通 して 一

1研 究主題設定の理由

本分科会で は,以 下の3っ の理 由か ら標記の研究主題 を設定 した。

その一つ あは,「 生 きる力」の大切 さであ る。 これ か らの学校教育 に求 め られてい る もの

は,社 会の変化 に主体的 に対応 して生 きてい くことがで きる心豊 かな人間 を育成す ることで

ある。第6学 年の歴史学習 において も,歴 史的事象や歴史上 の人物 との 出会 い とかかわ りを

通 して歴史 に対す る理解 と愛情を育て,児 童に これか らの社会 を生 きて い くための 「生 きる

力 」を身 に付 けさせて い くことが大切であ る。

児童一人一人が主体的,創 造的 に生 きてい くたあには,自 分 な りの見方や考え方を もって

判断 し,行 動で きるようにす ることが重要である。 その ため に,自 ら学ぶ意欲や思考 力,判

断力,表 現力 などの資質や能力の育成 に力を入 れて い く必要があ る。

その二つ めは,「 教材の大切 さ」であ る。児童 の多様な思考力を沸 きたたせ,自 ら主体的

に追究 して い こうとす る意欲を喚起す るたあには,児 童が よい教材に出会 うことが大切 であ

る。教材 の開発 を行 うと共 に,教 材の見直 しを行 う必要が ある。 そこで,本 分科会で は,児

童が多様 な考 えを もつ ことので きる教材を精選 し,児 童が,か かわ り合い を通 して,自 分な

りの見方 や考 え方 を深 ある学習活動の工夫 について も明 らか に して いきたいと考えた。

その三 つめは,「 か かわ り合 いの大切 さ」であ る。児童が 自ら考え主体 的に判断 して い く

ためには,他 の児童や社会 の中で生 きる人 々とのかかわ り合い は欠かす ことがで きない。 な

ぜな ら,他 者 とのかか わ り合 いを通 して,自 分 とは違 うものの考 え方 を知 る ことで 自分の考

えが揺 さぶ られた り,他 者 の考 えが ヒン トにな って,自 分の考えが更 に深 ま った りす る こと

があ るか らであ る。

また,激 しい変化が 予想 される社 会の中で,他 者であ る友達 とのかかわ り合 いを学習 の中

に取 り入 れてい くことは,こ れか らの 「生 きる力 」の育成 にもっなが る重 要な ことである と

考えてい る。

II研 究のね らい

・どのよ うな教材を用いた ら,児 童が互 いにかかわ り合 い,自 分な りの見方や考え方 が深

め られ るのかについて明 らかにす る。

・児童が互いにかかわ り合 いなが ら,自 分 な りの見方や考え方を深め る学習活動の在 り方

を明 らかにす る。

皿 研究 の仮説

多様 な考えを引 き出す教材 を通 して,か かわ り合 いの段階を踏んだ学習活動を工夫す るこ

とによ って,児 童は主 体的に問題 を追 究 し,自 分 な りの見方や考え方を深あて い くことがで

きる。
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IV研 究の内容 と方法

1「 教材」 につ いて

本分科会で は,「 自分な りの見方 や考え方 を深 めて いける児童の育成」を 目指す児童像 と し

て と らえ,実 践の分析を重ねなが ら仮説の検証 を進 めた。 そのた めに 「教材 」 と 「学 習活 動 」

の2っ の面か ら,児 童の変容を確かめてい くよ うに考 えた。

本分科会で は,児 童の多様な考えは,以 下 に挙 げたよ うな要素を含んだ 「よい教 材」に児童

が 出会 う時に引 き出 されて くると考 えてい る。 ここに挙げた ことが,そ れぞれの教材 にすべて

網羅 されていなければいけない とい うことで はな く,教 材を選択 してい く時に,こ の要素が一

っで も多 く含 まれてい るよ うな ものを用意す るよ うに心が けたい と考えてい る。

また,本 分科会で は,各 単元 ごとに,教 材 の見直 しを行 い,「 児童の多様 な考えを引 き出す

教材 と資料」の一覧を作成 した。

児 童 の 多 様 な 考 え を 引 き 出 す 教 材 の 要 素

要 素 ど の よ う に と ら え て い る か

先行経験が生きる

一

これまでに経験 したこ とと関連付 けた り,既 に学 習 し

た前の時代 と比較 しなが ら考えを深あてい くことがで

きるよ うな もの。

驚きが生まれる

一

今 まで知 らなか ったことを知 った時に得 る驚 きや意外

性,今 までの自分の知識 との矛盾が基にな って驚 きを

生 み出すよ うな もの。

生き生 き と活動 して

いる人の姿が見 える

その時代の中で,人 が何を願 って活動 したのか具体 的

な生 き様が見えて くるよ うな もの。人物 の生 き様 を通

してその時代の イメー ジを とらえ られ るもの。

身近 に とらえ られ る 地 域 教 材 の よ うな 空 間 的 な 身近 さだ けで な く,児 童 に

と って の 心 理 的,時 間 的 な 身近 さ。 更 に見 た り,触 っ

た りで き る感 覚 的 な 身 近 さが 感 じ られ る もの 。

対立 した考えが出る 児 童 に と って,こ れ まで の常 識 が くっが え され 新 しい

もの が 生 み 出 され る と予想 され る もの 。 い くつ か の 解

釈 が あ った り,別 の 立場 か ら も考 え られ る もの 。

体験活動ができる 直接体験だけでな く,模 擬体験,疑 似体験な ど具体的

な体 験活 動を通 して,児 童の中か らいろいろな考えが

出て くることを期待で きる もの。

一20一



2「 学習活動」 につ いて

本分科会で は,自 分 な りの見方や考え方を深め るたあ には,児 童相互 のかかわ り合 いが大

切で あると考えて いる。学習の 中で,か かわ り合 う場 面が多 くなれ ばなるほど,友 達の多様

な考え に も触れ る ことがで き,自 分 なりの考えを深 めてい くことが で きる と考え た。

児童相互のか かわ り合 いの様子を これ までの授業実践の中か ら分析 した結果,大 きく3段

段階の学習過程 を設定 し,学 習を進あてい くよ うに した。

児童相互のかかわ り合 いの段階を踏んだ学習活 動

学習活動の段階

第一段階
問題を発見する
ための学習活動

第二段階
問題を追究する
ための学習活動

第三段階
問題を深めるた
めの学習活動

学 習 活 動 の ね ら い

・友達 とかかわ り合いなが ら様 々な こ

とに気付 き,自 分 なりの追究課題をつ

かむ。
・友達のた くさんの気付 きに出会 うこ

とで,更 に問題を発見 し明確化す る。

・友 達 とか か わ り合 い な が ら,友 達 の

よ い と こ ろを 学 び,自 分 な りの 見 方 や

考 え 方 を もっ 。
・同 じテ ーマ の グル ープ で 調 べ た り,

異 な るテ ーマ の グル ープ と情報 交 換 を

しな が ら,自 分 な りの 見 方 や考 え方 を

もつ 。

・いろいろな立場で友達 とかかわ り合

いなが ら,自 分な りの見方や考え方 を

深 める。
・自分 な りの見方や考え方を発表 した

り,友 達の見方や考え方を聞いた り し
て,互 いにかかわ り合 う中で考えを深

める。

形 態

・グル ー プ 内

で の 交流
・ク ラス の 中

で の交 流

・同 じテ ー マ

の クル ー プ の

中 で の交 流

・異 な る テ ー

マの グ ル ー プ

との 交 流

・クラ スの 中

で の交 流

活 動 例

(考 え の 発 表)
・ ノ ー ト

・ ワ ー ク シ ー ト

・カ ー ドな ど

(調 べ る学 習)
・調 べ る

・確 か あ る

・ま とあ る な ど

(情 報 交 換)
・情 報 タ イ ム

・情 報 コー ナ ー

・中間 報 告 会 な ど

(発 表 会)
・発 表 会

・レポ ー ト報 告 会

・パ ビ リオ ン形 式

・劇

・紙 芝 居

・ペ ー プ サ ー ト

・ニ ュー ス な ど

(話 し合 い)
・デ ィベ ー ト

・討 論 会

・選 挙

・裁判 な ど

(掲 示 ・展 示)
・壁 新 聞

・広 告

・パ ン フ レ ッ ト

・本

・マ ンガ ,イ ラ ス ト
・手紙

・絵 年 表 な ど
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V仮 説 の検証 「江戸 のまちを探 ろう」(7時 間扱 い)授 業実践 よ り

次 時 主 な 学 習 活 動 教 材 の も っ 効 果

1 ・現在の東京のま ちと江戸のまちを比 ・先 行 学 習 の 成 果 が生 きた。

較 して,歴 史 を探 る糸口を見つける
・一 っ の こ とか らた くさん の方 向へ と気

問 (本 時) 付 きが生 まれ た。

題 個人で気付 き,考 えを もっ
・自分 たちの地域 にあ る歴 史に改あて身

を 友達 との対話,グ ル ープでの交流 近 さ を感 じる こ とが で きた 。

発 クラス全体での交流 ・地名の不思議 さな ど,意 外性 を抱 かせ

見 2 ・江戸の まちを探 る視点を整理す る。 る こ とが で き た。

す

る 江 戸 の ま ち の 秘 密 を 探 り,

(自 分な りの追 究をする)

3 ・課 題 別 グル ー プ を 作 り,追 究 す る。 ・実 際 に歩 いて 見学 した り,聞 き取 りを

した りで きた。

問

題 農 民 ・ 庶 民 の く ら し 水 の 確 保

を 武 士 や 大 名 の 生 活 幕 府 の 政 治

追 4 な ど

究

す

る ・意 見 交 換 す る。 ・江 戸 の まち を 中 心 にす え た こ とで ,共

5 (自 分な りの見方 ・考 え方 をわか り 通の追究課題 を もち続 ける ことがで き

合 う) た 。

6 ・調 べ た こ とを も とに ,自 分 な りの 考 ・地名の もっ意 味の歴史 的な見方 を育て

問 えを発表す る。 る こ とが で きた 。

題 ・ 「江 戸 の ま ち 」 を 入 口 に して 時代 の イ

を メ ー ジを っ か ん で い く こ とが で きた。

深

め 7 ・自分 な りの考 え を整 理 す る。 ・ 「江 戸 の ま ちづ く り」 とい う視 点 か ら

る (対 立 ・同意見等 で思考が深 まり, 時代像を とらえ ることがで きた。

自分な りの考え を深め る)

1
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か か わ り 合 い の 例 ○ 支 援 と ◇ 評 価

・古地図 に描かれて いる事実か ら歴史性のあ る ○ 「江 戸城 」構 想 図,「 江 戸 古 地 図 」,

事柄を見つ けだす児童が いた。 「現 在 の地 図 」 を用 意 す る。

・歴史 的な意 味を もつ発見 にいたることがで き ○歴史を探 るヒン トになる ものを用意す

た 。 る 。

・方 角 な ど ,現 在 とは違 って い る もの に気 付 く ワ ー ク シ ー ト

こ とが で き た。 発表

・地 図の情報性 を発見で きた。 ◇自分な りに視 点をっかめたか。

1

江 戸 時 代 の 素 晴 ら し さ を 見 っ け よ う

・同 じ視点 の グループなので,資 料の共有化や ○視点の同 じ者 同士で まとまる。

分担化 など能率 的にで きた。

道 の 様 子 文 化 の 様 子 地 名 の 秘 密

ま ち の 様 子 苗 字 や 家 紋 に つ い て

・共通 の視 点 を もっ グル ー プ を は じあ ,他 の グ

ループ とも情報交換 し,そ れぞれの よさを学 ○ 情 報 コ ー ナ ー,助 言 コ ー ナ ー,資 料 コ

ぶ こ とが で きた。

●

一 ナ ー
,ビ デ オ コ ー ナ ー な ど の 利 用

・歴史的学 習の奥深 さを学 ぶ ことがで きた。 ○調べ たことによ り何を考えたか,発 表

・学 び合 う こ との大 切 さ ,協 力,友 達 の す ば ら を聞 いて何を考えたかがは っきりす る

しさな どを学 ぶ こ とが で きた。 よ う にす る。

・意見 を出 し合 うことの重要性 を知 る ことがで (パ ビ リオ ン形 式,新 聞展 示,討 論,

き た 。 パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョンな どで)

○ 感想 カ ー ドな ど に ま とめ掲 示 す る。

・自分 の 知 らなか っ た こ と を友 達 か ら得 る こ と ◇各 自評価 カー ド(付 せん紙)に 記入 す

が で きた.iる こ とが で き た か・
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VI研 究の成果 と今後の課題

1 研究の成果

○ 単元毎 に 「多様 な考え を引 き出す教材 」を吟味 し提示す ることで,児 童 は,意 欲 的にな

0

り,様 々 な発 見 を し,そ の 時 代 に対 す る考 え を もつ こ とが で きた 。

「多様 な考え を引き出す」 とい う観点 を もって教材 と資料を見直 し,整 理 す ることがで

き た 。

○ 学習過程 に沿 って,3段 階のかかわ り合 いの場を設定す ることで,児 童 は,友 達 の気付

きや考えを積極的 に取 り入れなが ら,主 体 的に学習課題を追究 し考えを深 あ ることがで き

た 。

○ 児童 は,か かわ り合いの中で意欲的に情報交換 を しなが ら,自 分の見方 を広 げ 自信 を深

め た。 ま た,互 い に学 び 合 う中 で 友達 へ の共 感 が 深 ま った。

2今 後の課題

○ 自分 な りの見方や考え方を深め るたあに,「 多様な考えを引 き出す教材 」の学習過程 へ

の位置付 けと提示の仕方を,更 に検討 して い く必要が ある。

○ 自分 な りの見方や考え方を深め るたあに,か かわ り合 いの中か ら更 に新 しい ものが生 み

出され るよ うな学習活動の在 り方 や支援 の在 り方 も検討す る必要があ る。

Vd資 料 ・児童の多様な考えを引き出せ る教材 と資料一覧(部 分)

単元名 ね らい 教 材 資 料 引き出せる考え 先行 驚き伝 姿 身近 対立 瞬 験

大きな墓を作 ・大 きな古墳 大昔の人々の ・縄文式土器 ・形,模 様 ・製造方法
った人々 を作 ることが 暮 らし の模型 ・使い 方 ・生 活(狩 0 0 0 0 0

できた人々が ・弥生式土器 り、採集,食 事,道 具つ
生 きて いた時 の模型 くり,服,墓,貝 塚) 1代 について の
関心を もち, 稲作 ・登呂のむ ら ・稲作の様子(田 植え, 1

それ らの人 々 想像図 稲刈)・ 竪穴式住居 ヨ
がどのように ・登呂のむ ら ・高床式倉庫 ・木製 の

して国 々をま の出土000の 遭具 ・むらの暮らしと 0 O 0 oho
とめていった 写真(土 器 か しら ・祭り(青 銅 の i
のか進んで調 田げた,木 道具) 1べることが で の うつわ,

きる。
・大和朝廷が

な ど)

日本を一 つに 古墳 ・古墳の航空 ・古墳の大きさ,形,分
まとめていっ 写真 布 ・豪族 の存在(権 力
た過程 につ い ・埴輸の模型 やむら)・ 大陸文化の
て理解するこ ・前方後円墳

流入(土 木技術)・ 大 0 O 0
とがで きる。 の分布図 和朝廷(む らか らくに, 1

大王)・ 邪馬台国(卑
弥呼)

・稲荷山古墳 ・大陸文化の流入(鉄
の鉄剣の写 器,土 木技術,織 物な
真 ど) 0 0

・銅鐸,銅 剣 ・渡来人 ・漢字 ・仏

銅鉾,銅 鏡 教 ・権力者 9

の写真

源頼朝と鎌倉 ・源頼朝や鎌 源頼朝 ・源頼朝 肖像 ・姿 ・表情 ・生い立

武士 倉武士の活躍 画 ち ・征夷大将軍 ・鎌 0
によ り,鎌 倉 倉幕府
幕府が成立し
た ことに関心 π 源平合戦図 ・源平の戦 い(赤 対白)

を もち,源 平 ・源義経 ・平清盛 0 O 0
の戦いや武士 ・源氏 と平氏

の生活などを
調べた り,表 武士の くらし

・武士の館 ・館のつ くり ・農村で

現 した りす る の生活 ・質素 ・武芸 0 O 0 0
活動を通して武士を中

心
の稽古 ・質実剛健

とする新しい ・弓 矢 鞍 ・武士の戦 い方法

世の中 につ い 刀 鎧 0 0 O
て理解すると
ともに,自 分
なりの考えを ・鎌倉街道の ・地 形(山 地 ,切 り通
もつ 。 地図 し)・ 着宮大路 、・鶴ケ }・鎌倉の写真 岡八幡宮 ・交通の要所 O 0 of

・関東平野の ・東国武士団

街道図

・鉢の木 ・一所懸命 ・主従関係

(物 語) (ご 恩 と奉公) 0 0 0

元冠 ・フビライの ・北条時宗 ・兵力 1
手紙 ・勢力 oio 0

・元軍 の経路

図

・竹崎季長絵 ・集団戦法 ・武士の戦

詞(物 語と いぶ り ・鎌倉武士の苦 0 0 0
絵) 戦 ・台風(神 風)
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